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Abstract：While Japan’s population is rapidly aging and shrinking, the spread 
of the new coronavirus in 2020 has made the problem of labor shortages, 
and made clear the Japanese labor structure which has been dependent 
on foreign workers. By the end of October, 2019, the number of foreigners 
working in Japan had reached a record high for the seventh year in a row. 
In the meantime, Japan’s birthrate will continue to decline and the country’s 
population will continue to age, and the problem of labor shortages will 
become even more acute.The reality is that they have not been able to make 
effective use of overseas human resources in an organized manner. For the 
growth of Japanese companies, it will become increasingly important to create 
a corporate culture that hires and adequately utilizes foreign human resources.
In response to this situation, a major theme is how to make the best use of 
Chinese people, who constitute the overwhelming majority of foreign human 
resources.  Focusing on Chinese women, who are generally more active than 
their male counterparts, this article will clarify whether, through surveys of 
their attitudes toward working in Japanese companies, Chinese women can 
contribute to the reform of the working style of those Japanese companies.
Keywords：Japanese company, enterprise, Chinese employee, 
 female employee, being employed, shorthanded, work reform，
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　2019 年 10 月末時点で日本で働いている外国人は前年比 13.6％増の 165 万 8804 人で、7 年連














　2019 年の外国人を雇用する事業所数は過去最高の 24 万 2608 カ所（前年比 12.1％増）。外国




所にいる。次いで「100 ～ 499 人」が 37 万 5423 人（22.6％）、「500 人以上」が 32 万 812 人（19.3％）、












出所：厚生労働省 筆者作成   
　図 1 は厚生労働省が《日本で働く外国人労働者数の推移》について発表したデータに基づい
て筆者が作成したものであるが、日本で働く外国人労働者数は 2009 年から 2011 年にかけて増
加し、東日本大震災によって一旦足踏みはするものの 2013 年から年々増え、2019 年 10 月末
時点で日本で働く外国人は 7 年連続で過去最高を記録している。














日本人女性社員と中国人女性社員についての比較は行っていない。瀧本 麗子・入江 崇介・王 
鋮の研究ではキャリアパスの提示と上司との信頼関係が重要であることは明らかになったが、
同様なことが中国人女性社員に対して成り立つのかどうかに関しては明確でなく、日本人女性

















































■調査年齢層：20 代～ 40 代
■有効回答数：①日本企業で働いている中国人女性 283 名
　　　　　　　②日本企業で働いている日本人女性 275 名











※問 5. 社内の人間関係については悩んでいますかと問 6. 上司と部下の間に「壁」を感じます
かの二問については、具体的な悩み及び上司と部下の間にどんな「壁」を感じたのかを把握す
る為、自由回答欄も設けた。
　以下に問 1 から問 10 についての統計グラフを図 3 ～図 10 に、関連する統計量を表 1 に掲載
する。なお、以下の本文のパーセンテージの値および図 3 から図 10 での棒グラフでのパーセ
ンテージの値は四捨五入したものである。
表 1　各質問項目についての連関係数
＊χ2 統計量と順序尺度とみなした場合の Kendall のτ係数。Kendall のτを計算する場合には、
日本人女性を 1、中国人女性を 0 と順序尺度化して行った。
問 1.　今のワークライフバランスはいかがですか。
図 3　《第 1 問　ワークライフバランス》
　今のワークライフバランスに関する質問によると中国人女性の場合で「とても良いと思う」
は 18.0%、「良いと思う」は 49%、「普通だと思う」は 22%、「悪いと思う」は 10% であるが、「と
ても悪いと思う」人は 1% であった。それに対して、日本人女性の場合は、「とても良いと思う」
人は 1%、「良いと思う」のは 19%、「普通だと思う」のは 28% と合計でも 50％以下であり、






れたクロス表での回答選択肢については「悪いと思う」を 1、「とても良い」を 5 とした順序
尺度とし、また、日本人女性を 1、中国人女性を 0 と順序尺度化した。それぞれの回答傾向と







図 4　《第 2 問　社内のコミュニケーション》
　社内コミュニケーションの質問について、中国人女性では、「かなり良いと思う」が 21%、「良
いと思う」人は 60%、「悪いと思う」のは 11%、「全然足りない」と思う人が 7% である。これ
に対し日本人女性で「かなり良い」と思う人は 8%、「良いと思う」は 31% であり、「悪いと思





1 と同様な処理を行った。その表についてχ2検定を行った。その結果のχ2 =109 と、Kendall
のτ =-0.155（Z ＝ -3.96）からも示唆される。
問 3.　1 ヶ月あたりの残業時間はどのぐらいですか。
 
図 5　《第 3 問 1 ヶ月当たりの残業時間》
－ 92 －
日本における中小企業の働き方改革および中国人女性社員が与える効果に関する考察
　1 ヶ月あたりの残業時間については、中国人女性の場合は回答者の 43% の人が 10 時間以下
の残業をしている。41 時間以上の残業をしているのは全体の 6% といった結果になった。一
方で、日本人女性の場合は 10 時間以下の残業をしているのは回答者全体の 1% であり、41 時
間以上の残業をしている人が 25% を占める。図 5 の相対度数から分かるように、中国人女性
の残業時間が日本人女性の残業時間より少ないことからワークライフバランスを上手くとって
いることがうかがえる。問 3 の回答についてのクロス表の選択肢に問 1 と同様な処理を行った。
その表についてχ2検定を行うと、χ2 =193 で、Kendall のτ=0.509（Z=13.4）が得られた。日






図 6　《第 4 問　年次有給休暇の消化率》
　年次有給休暇の消化率については、中国人女性で有給休暇を 80% 以上消化している人数が
全体の 39% であることに対し、日本人女性では 3% となった。問 4 の回答についてのクロス












図 7 　《第 5 問　人間関係での悩み》
　社内の人間関係についての悩みに関しては、中国人女性の場合は「悩んでいる」人は 9.9% で、
「悩んだ事ある」が 37%、「悩まない」は 53% である。それに対して、日本人女性の場合は「悩
んでいる」ひとが 51% と全体の半数を超えた。「悩んだ事ある」人も 45% に上る。「悩まない」
人は 3% であった。問 5 の回答についてのクロス表の選択肢に問 1 と同様な処理を行った。そ
の表についてχ2検定を行うと、χ2 =203 で、Kendall のτ=-0.562（Z=-14）が得られた。日






























図 8　《第 6 問　上司や部下との「壁」》
　上司と部下の間に「壁」について、中国人女性では、「感じている」が 18%。「感じた事が
ある」は 43% であり、「感じない」は 39% である。その一方で、日本人女性では、「感じている」




























図 9　《第 7 問　副業、兼業を認めているか》
　会社が副業、兼業を認めているかについては、中国人女性が勤務する会社では、「認めている」
のが 38%、「よくわからない」が 31%、「認めていない」は 31% であった。日本人女性が勤務
する会社では、「認めている」のは 16%、「よくわからない」と答えている人数は 39%、「認め
ていない」のは 45% であった。問 7 の回答についてのクロス表の選択肢に問 1 と同様な処理












図 10　 《第 8 問　仕事や業務でのスピード感》
　仕事や業務でスピード感について、中国人女性の場合は「とても感じる」人は 43% であり、
「どちらとも言えない」が 45% で、「全く感じない人」は 12% であった。
　日本人女性の方はスピード感を「とても感じる」人は 27%、「どちらとも言えない」が
40%、「全く感じない」人は 32% であった。問 8 の回答についてのクロス表の選択肢に問 1 と












図 11　 《第 9 問　意見の尊重》
　自分の意見は社内で尊重されているかの質問については、中国人女性は「尊重されていると
思う」は 55%、「どちらとも言えない」は 40% であり、「尊重されていないと思う」は 5% といっ
た結果に対し、日本人女性では「尊重されていると思う」は 29%、「どちらとも言えないと思う」
が 48% であり、「尊重されていないと思う」は 22% である。問 9 の回答についてのクロス表






問 10.　仕事幸福度を満点が 10 だとすれば、いまのあなたはいくつですか。




と思う人は 41%、［7－10］だと思う人が 58% に対して、日本人女性では、［1－3］だと思う人
は 12% で、［4－5］だと思う人が 52%。［7－10］だと思う人は 36% であった。仕事幸福度で［7
－10］が中国人女性では約 60% に対して日本人女性は 36% と 24 ポイント差がある。問 10 の
回答についてのクロス表の選択肢に問 1 と同様な処理を行った。その表についてχ2検定を行






























































会社設立年月日 2011年 1 現在会社の従業員数 304人
インタビュー
対象者職位
人事部部⾧ 2 従業員の中に中国人女性の人数 109人
インタビュー
対象者勤務年数
10年 3 現状の働き方改革の問題点 完全のメンバーシップ雇用型
インタビュー
期日
























会社設立 2012年 1 現在会社の従業員数 54人
インタビュー
対象者の職位
 人事部係⾧ 2 従業員の中に中国人女性の人数 7人
インタビュー
対象者勤務年数






































会社設立年月日 2011年 1 現在会社の従業員数 107人
インタビュー
対象者の職位

























　表 5 では、中国人女性を雇っている日本企業 3 社（A 社：教育 IT 会社の人事部長、B 社：
広告会社人事係長、C 社：越境 EC 会社の代表）にインタビューを実施してまとめた。















具体的な例として（1）中国人女性社員の採用によって、有給休暇取得率が 2018 の 10% 未満から、
2019 年の 80% まで上がった。（2）中国人女性社員の提案で、五日間の生理休暇を設けること
になった。（3）残業は 2018 年の残業時間平均 60 時間から 20 時間以内になった。（4）中国人
女性社員によって提案された帰国・帰省のための祝日の自由調節制度を導入した。
　A 社では、中国人女性社員を 3 人～ 5 人ほど採用してから社内の変化を実感したため、こ
れからも多くの優秀な中国人女性社員を採用する方向だという回答が得られた。B 社では全社
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